
 
 

 
 
 
 

 山々の紅葉も終わりつつあり、角間は日に日に冬の装いとなってきました。法学類月報第59

号では、10月に着任しました本田哲也先生のエッセイ、憲法ゼミの合同ゼミのリポート、ニュー

ジーランド語学研修のリポートをお届けします。 

 

 

◆◆教員エッセイ◆◆   第24回 本田哲也先生（行政学）  

◆ 新任の挨拶 

 みなさん、初めまして。１０月１日付で着任しました本田哲也と申します。行政学

や地方政治に関する研究をしています。既に２年生の皆さんとは第３クォーターの

「行政学Ａ」の講義で一緒に学んでいます。また次年度第１ ・２クォーターでは 「政

治社会学」の講義を担当します。多くの皆さんと行政学や政治学について一緒に学

び、研究できることを大変楽しみにしています。 

 話は変わりますが、私にとって金沢は、城下町として栄え、江戸時代の文化や街並

みの面影を残す場所として一度は訪れたいと願っていた憧れの地域でした。兼六園

や金沢城公園、東西の茶屋街や武家屋敷に加

え、市内の町名などを見ても城下町の名残を

感じることができます。そのため金沢と関わ

りを持てるようになったことを嬉しく思い

ます。 

 初めての北陸地方での生活で厳しい冬を

これから経験することになります。学生の皆

さんや教職員の方々の知恵を借りて、無事に

「越冬」したいと思います。今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

「立教大学との合同ゼミを終えて」 

  ９月２６日，立教大学池袋キャンパスにおいて，同大学の原田一明先生の

ゼミと金沢大学憲法（山崎）ゼミとの合同ゼミを開催しました。ツタの葉に彩

られた美しい校舎にある広々とした演習室が会場です。本学にはない財政力を

見せつけられる思いでしたが，人間力では負けるわけにはいきません。 

 論題は，「『自衛隊の根拠規定』を設ける等の憲法９条改正は是か非か」です。原田ゼミは護憲，

私のゼミは改憲の立場でそれぞれ主張立証を試みました。最初は緊張の面持ちだった両ゼミの学

生も，次第に熱が入り，相手方の論証の足りない点や，疑問に思われる点を鋭く問い質すように
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なりました。最後は，集団的自衛権の行使を憲法・

国際法上どう評価するかで活発なやり取りを交わ

せました。 

 論点が多岐に渡ったので，議論は不完全燃焼に

終わった面もあります。しかし，いつものゼミと

は違う緊張感のもとで，相手方の主張を理解しな

がら，こちら側の主張を相手方にどう理解しても

らうか，学ぶところの多い合同ゼミとなりました。  

その後の懇親会は，ハプニングがありつつ，２次会まで行われ，とりあえず無事にその日のスケ

ジュールを終えることができました。 

                               憲法担当 山崎友也 

 

 ニュージーランド・ワイカト大学語学研修 2018 夏

 私が語学研修をしてきたの

は、ハミルトンという地域で

ニュージーランドの北島に位

置していました。静かで治安は良かったと思

います。また、現地の人も親切で社交的な印

象でした。ニュージーランドは春で少し肌寒

いくらいでしたが、現地の人は半袖や薄着で

いることが多かったので驚きました。 

 ３週間という短い期間でしたが、大学では

マオリという先住民の文化に触れられるイベ

ントがあったり、週末になるとホストファミ

リーがニュージーランドの観光地に連れて

行ってくれたり、現地の有名なものを食べさ

せてくれました。ホストファミリーは非常に

親切で、積極的に会話をしようとしてくれた

ので英語を話す機会に恵まれていたと思いま

す。彼らの家族や友人とも、とても楽しく過

ごすことができました。 

 大学では他の国からの留学生や日本人留学

生と一緒に授業を受けて、グループで活動し

たり、リスニングやリーディングの問題を解

くような感じでした。留学生はほとんどアジ

アからで、日本人学生も多かったです。この

留学で自分にとって非常に価値のある経験が

できたので満足しています。同時に、英語力

をもっと伸ばしたいと思いました。 

        法学類２年 吉澤 侑里 

 

 

 

 


